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Ⅰ．はじめに













































Moral Education and Indoctrination:























































































1972: 11; cf. 甲斐 2001: 91）。
こんにちの教化論は、20 世紀後半、とりわけ 1960 年
代以降の英語圏における教化論の興隆に連なるものであ
る。一つの端緒は、T. H. B. ホリンズ編集の教育哲学論
集（Hollins 1964）に所収の J. ウィルソンと R. M. ヘ
アの教化論である（Wilson 1964; Hare 1964）。これら
































































































































































































































（A person indoctrinates P (a proposition or set 
of propositions) if he teaches with the intention 




































































目標や選択を決定するものである」（Anscombe 1963: 18 
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・妥当な証拠
0 0 0 0 0
（adequate evidence）を










もっともな理由（good reasons or a good case）をもつ
ことである。もっともな理由であるために要求される事
柄は、その主題に応じて変化する（Scheffler 1965: 58-
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1) たとえば、2018 年 6 月 30 日、7 月 1 日に開催された
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8) 本稿では、doctrine を「教説」と訳す。doctrine は、
宗教的文脈では「教義」と訳せるが、政治などの文脈
にも広げて用いられるため、「教説」とする。
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られているときに
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